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　本研究では2015年台風18号に注目し、2015年9月6日午前0時から同年9月13日午前0時までの一週間を対

象期間とした。日本の105の一級水系における5つのパラメータ(土壌の粗度係数、河川の粗度係数、大空隙層

の体積含水率、大空隙層の透水係数、流出率)について最適化手法SCE-UA法を用いてパラメータ値を推定

し、それらの値をセル分布型流出モデルCDRMV 3.1.1に適用することで、各河川からの高精度の淡水流出計算

を行なうことができた。また、日本海洋研究開発機構（JAMSTEC）との共同研究として海洋沿海域予測可能性

実験のモデルJCOPE-Tに淡水流出計算結果を連携させ、海表面における塩分濃度分布と淡水流出の関係を分析

した。そして、英国プリマス海洋研究所との共同研究として、衛星画像やJCOPE-Tによる計算結果を用いてク

ロロフィルa濃度の分布状況なども解析した。クロロフィルaは植物プランクトンに含まれる色素であり、植物

プランクトン存在量の指標として用いられているものである。これらの結果より、各水系からの淡水流出と海

表面塩分濃度分布、クロロフィルa濃度の関係を示すことができ、対象期間における沿岸域での淡水分布とそ

の影響が明らかになった。沿岸域の淡水の領域やクロロフィルaの分布は沿岸域における漁場や生態系にも大

きな影響を与えうるものであり、今後台風の規模に応じてどの程度の範囲において淡水流出の影響が出るのか

などの影響予測に本研究を社会に役立てられると考えられる。
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